

























































ノダの使用傾向に与える影響を分析した。JFL（Japanese as a Foreign Language）学
習者は〈承前のノダ〉と〈後続のノダ〉を同程度に使用する傾向を示しているのに対し、
JSL（Japanese as a Second Language）学習者は母語話者と同様、〈後続のノダ〉を多
用する傾向が見られる。 



































































 JFL 学習者より JSL 学習者のほうが母語話者の使用傾向に類似しているため、
学習環境がノダの習得に影響を与えることがわかった。 
 中級学習者と上級学習者の間に〈承前のノダ〉と〈後続のノダ〉による違いは見
られず、日本語の習熟度がノダの習得に与える影響は見られなかった。 
 学習者のノダの使用規則については、中級学習者は意見の文にノダを選択しやす
いこと、中級学習者も上級学習者も相手の認識を修正する際にノダを使用して誤
用となる傾向があることがわかった。 
第 9章では、本論文の結論をまとめた。 
本論文を通して、談話展開の方向性を聞き手に示す〈承前のノダ〉と〈後続のノダ〉
の日本語母語話者の使用傾向が明らかとなった。談話においては従来の研究で典型的な
使い方とされている〈承前のノダ〉より、非典型的な使い方とされている〈後続のノダ〉
のほうが多く使用されることを指摘した。 
また、日本語学習者のノダの使用規則、その使用規則が反映されるノダの使用傾向、
日本語の学習環境や習熟度の影響の有無が明らかとなった。重要なのは、前の文脈への
配慮が必要となる〈承前のノダ〉より、後の文脈への配慮が必要となる〈後続のノダ〉
のほうの習得が困難であるとわかったことである。この結果は、学習者の中間言語のメ
カニズムの解明に繋がる重要なものであり、将来教育現場に活かすことが期待できる。 
さらに、ノダカラとソウナンデスカのような聞き手に不快感を与える危険性のある表
現に関して、教育現場で重要視すべきであることを指摘した。 
